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真の癒し主イエス（ヨハネ5:1-9）
　文明が発展し、また医学も進歩を成し遂げている現代の社会です。それにもかかわらず、人間が抱えている様々な苦しみなどは絶えることなくずっと続いているのではないでしょうか。その苦しみの中で一番厄介で、また目立つ苦しみが病気、病ではないかと思います。多くの人が病気の苦しみから抜け出したいとあがいているし、あるいは、それも力尽き疲れて倒れあきらめている状態が私たちが見ていることです。本当に病気の苦しみから治りたいと、当たり前でしょうが、それを助けるものも周りにたくさんあるし、また開発され進歩しています。でも、その病気という苦しみは単にそれを無くして抜け出すことが最大の課題でしょうか。あるいはそれができないから、あきらめ疲れ果て倒れて終わり、それですべてでしょうか。むしろ、クリスチャンの私たちはその病気の苦しみはもちろん、癒さないといけないし治さないといけません。しかし、それは今までその苦しみでなければ見ることができなかった人生の隠れている部分、一番重要な部分を正しく見るためのタイミングではないでしょうか。でも、ほとんどの人が、クリスチャンでさえ、そのような目線でそういう考えを持つ人がいません。病気の苦しみはもちろん大変で早くそこから抜け出さないといけないのは間違いありません。しかし、それよりもっと大切なのはその病気の苦しみをとおして自分の人生をただ病気を治すだけではなくて、総合的に全般的に治療するための機会と受け取るべきではないでしょうか。その機会をある意味、医学が、社会の発展などが邪魔する場合もあります。それが悪いということではありません。神様が病気を許された、神様本来の理由があると思いますが、そこは隠しておいて、見えないようにしておいて、それが暗やみの力の策略かもしれません。それでどうしたらよくなるのか、どうしたら治るのかそればかり騒ぐようになります。私はクリスチャンでも、自分なりにはよい信仰者と思っている人でも癌の宣告を受けたり、大変な病に罹ったと言われたときにその反応を見るとほとんど同じです。そのときから、なにが癌によく効くのか、どういう食べ物、サプリメントが、どういう場所がそこにいいのか、そればかりになります。気持ちは十分理解できます。クリスチャンでさえ、神様の御声を聞くタイミング、機会を全部、見逃してしまうようになるということがあります。
　今日の聖書は、そのどうにもならない病気を罹っていた人がイエス・キリストと出会って癒される場面です。これをとおして私たちは病気、また人間の苦しみなどについてよく考えないといけないと思うし、聖書が私たちに教えている真の健康の人生とはいったい何なのかということを教えられたいと思います。本当の意味で癒し、治療というのは何でしょう。病気があればよい薬によって、あるいはどこかの祈りをする者に祈ってもらい治った、よくなったとして、それで癒しと言えるものでしょうか。だいぶ前なのですが、精神的に病んでいて病院に入れてもらうしかないような状況の娘に会って欲しいと頼まれたことがありますが、その機会がなかなか許されなかったので、だいぶ時間がたってから親から電話がかかってきて「もう連絡してこなくていいです」と言われました。「彼女は状態が良くなりました。大学にも復帰しました。だから、先生、そういうことで連絡したりするのは避けてほしいのです」という話でした。なぜかというと彼女は小さいときから教会に通っていた子なのですが、途中で精神的に病んでいたのが状態が良くなって学校に通うようにまでなっているのですが、その結果、彼女は「神様の『か』の文字でもまた口に出した場合は私は2倍、3倍狂ってしまう」と言ったそうです。普通に学校に通うようになりました。それで癒しと言えるのでしょうか。だから、私がまた電話をしたりして神様のことなどを言うかと心配で親が私の方に電話をしてきたのです。もちろん、病気の苦しみは病気に罹っている人間以外にはよく分からないと思います。でも、その苦しみのあまりにその病気にある神様の大きな御旨、御心があるのにそれを見失ってしまう可能性があります。

真の癒しとはいったい何でしょうか。今日の聖書に出てくる人を見ながら考えたいと思います。この人は聖書を見ますと38年もの間、病気に罹っていたと書いてあります。これはだれが見ても分かるような肉体的な病気です。しかも、38年も病気を患っていたということは、これは今の言葉で言いますと不治の病かもしれません。今も医学がどんなに発展してもどうしても治すことができない病気が少なくありません。私たちの身の回りにそのような病気の人があまりいないからよくご存知ないかもしれません。でもよくテレビやニュースなどを見ると世界中にいくらでもあるし、一番頻繁に私たちが耳にすることができるのが癌かもしれません。もちろん。早期発見によって癌は治る病気だとなってはいますが、とりあえず不治の病というイメージがあります。彼は今癌だったのかどうかは分かりません。たぶん、癌ではないと思います。38年もずっと患っているから、不治の病ではありますが、難病かもしれません。そのような病気が私たちの周りにはあって、それによって多くの人が苦しむということは間違いありません。ときにはそれが他の人にとってはたいしたものではないかもしれませんが、自分がずっと持ち続ける持病と言われるような病気だったかもしれません。このような病気で肉体的に苦しむというのは本人ではないと苦しみの程度がよくわからないし、だれも何とも言えないと思います。そのような苦しみがあるだけではなく、苦しみから抜け出したいという気持ちで必死に努力すると思います。しかし、38年もの間ずっと病気を患っていたということは、その努力が実を結ぶことがなかったということでしょう。努力は悪いことではありません。四方八方あらゆることを頑張っていたと思います。必死でこの苦しみから解放されたいという気持ちだったでしょう。しかし、その努力が虚しく。実を結ぶことができなった、つまり、自分の頑張りや努力というものが虚しいもの、悲しいものであるということに対してのがっかり感というものも無視できないと思います。そのような苦しみもまたあるのです。そして、たぶん、そういう状態なので周りからは同情や無視などいろいろあるでしょうが、本人の中ではそのような状態なので社会から他の人と比べたときに、もうついていけない状態が続く、それがまた大きな苦しみにもなります。それが病気というものです。健康であった時に仕事も活動もいろいろできるものであって、病気で動けないときにはやりたいことがあってもやれません。そのような無力感もあるかもしれません。そして、この病気というものは自分だけの苦しみではなく、まわりにも迷惑をかけるようになり二重、三重いろいろな苦しみが重なってしまうようなものです。数多くの苦しみがともなうものが、この病気というものではないでしょうか。この人は十分、38年間、同じ病気をずっと患いつつ、ベテスダという池の方まで来ているというのはもう最後の最後まで来ているという状況です。ここは短くしか紹介されていないのですが、彼の38年間の人生、その人生の歩みを想像してみると、だいたいですが大変だったなということはだれでも想像できるようなものだと思います。しかし、それほど深刻で大変な苦しみ、病気ですが、もっと大きな病気は肉体的な苦しみだけではありません。彼の心をむしばんで心の病気に発展していくと言うことがもっと怖いことになります。人は肉体と心と精神が別々に隔離されているものではなく。全部くっついているものです。ゆえに彼の場合、38年間の大変な病を患いつつ人は理解できない、自分なりのいろいろな苦しみを患いつつここまで来ているのですが、その結果、彼は心の病気を患うようになりました。それでイエス様は彼の前に立って彼にお話をなさいました。「よくなりたいのか」と。そのときか彼は「よくなりたい」とか、「そうじゃない」とかいう返事ではなく、どのように返事するのでしょうか。「水がかき回されたとき、池の中に私を入れてくれる人がいません。だから、私が自分で必死に頑張って行ってもこの殻の状態では先に入ることができません。先に入らないと効かないし意味がないという噂なので、私はこうしています。だめです」と返事をします。彼は38年間というだいぶ長い期間、患っています。普通に38年といっても人生様々なストーリがあるのにこの治らない苦しい病気を抱えて38年間です。風邪をひいて咳が止まらないという状態が1週間続いていても本人も大変だし、まわりで見ている人もかわいそうだと思うような状況です。同じ治らない病気を38年もの間ずっと患っていたのですから大変だと思います。しかし、その結果、あらゆることをしたでしょうが、何も進歩もありません。それで今、池がかき回されたときにそこに入って治してもらおうというところまで来ています。わらにもすがるような思いでしょう。
つまり、彼はこの病気によって自分と自分の人生に対して絶望し、まったく希望が持てないような状態です。絶望感という心の病を彼は自分も知らないうちに抱えて患っています。たぶん、その絶望感によって先ほども申し上げましたように他の同級生や周りの知り合いや同じ年の人間などを見ながら「なぜ私だけが」と思ったでしょう。それが劣等感というものです。なんらかの形で病気を抱えている人の特徴がなにかというとなにかのことで劣等感を持ってそれがいろいろな形に現れます。威張るときもあるし、逆に閉じこもる場合もありますが、とにかく、その根底には絶望感によって自分の状況を悲観して劣等感に捕らわれるようになります。それで人にもよるし、また程度にもよりますが、その人は心の状態がひねくれています。屈折しているという表現も使いますが、それがその人にあるすべてを全部ねじ曲げるようになります。それがもっと大きな病気です。それで心が屈折するようになるので、なにかを見るときにその見方、目線がすべて否定的な見方をするようになります。それがどこで見られるかというと、彼はイエス様が声をかけられたときに先ほども申し上げましたようにだれかのせいにしたり、なにかのせいにすることがもう癖になっています。だれかがきちんと私を手伝ってくれないからそのせいで私はこの状態です。なにかがこうではないからそのせいで、そのために私の人生はここまでこうなりました。親のせいで、社会のせいで、学校のせいで、事故のせいで、戦争のせいでといろいろ言います。嘘ではないですが何かだれかのせいにすると、必ずすべてが屈折して見えてしまうので否定的な見方しか持つことができません。正常に物事を考えることができません。自分自身も周りもすんなりと受け入れることができないというような心の状態になります。本人が自覚する場合もありますが、ほぼ珍しいです。でも、本人はそのことに自覚がありません。逆に周りから見ると「えーへんだな。気づいてもらえればいいのに」と思うぐらいです。彼の周りには人間もいないでしょうが、当然、まわりと正しい人間関係を保つことは不可能です。これが心の状態です。心の病気です。これを全部まとめて言うのがよいのか分かりませんが、これを被害意識、それが発展して膨らんで行くと被害妄想まで行くようになります。被害妄想の分かりやすい例は、麻薬やドラッグをやると、またお酒を飲んでも少しその効果がありますが何の関係もない人間が白い目で見ただけで「あの人は私を殺そうとしている」と10倍くらいに感じます。麻薬を飲まなくても被害意識を傷として、心の病気として持っている人は普通の人が感じなくても、たいしたことではなくてもその人にはものすごくデリケートなもので、ものすごく自分が被害を受けているように思いこむようになります。それが心の病気です。だから、肉体が病んで苦しむということはもちろん大変ですが、それより人間にとってもっと大きな病気は心の病です。肉体の病を患っていなくても、ほとんどの人が何らかの形で出生のときから、育ち、様々な経験、いろいろなことをとおしてそのような被害意識みたいなものを持ち、物事を正しく見ることができない否定的なものを心に持つようになり、それを物差しにしてすべてを見て判断するようになります。それで、次々と二重、三重、人生そのものがねじ曲がっていくようになります。これが少し行き過ぎますとコントロールができない状態にまで行きます。たとえば事故によって脳がやられた場合、それによっていろいろな現象、症状が現れるというのももちろんあります。しかし、それも深いところから見るといろいろなことが言えるのでしょうが、だいたいは心の病気が脳を刺激して脳の状態が変わるということで精神的な様々な病に発展するようになります。だから、心の状態はものすごく大切です。人生を生きていくうちには。この38年もの間、治らない病気を患っていた人はその肉体の苦しみだけではなく、心の病を患っているということが見て取れます。早くだれかが助けてくれないから。

それから、質問に対して素直に「Ａに対してＡ」と返事することができないのです。ねじ曲がっているので、屈折している状態なので。とてもとてもかわいそうな状態であると思います。もっと大変なのは本人がそれに気づいていないということです。これがどんどんその人の残されている人生をむしばんでいくようになるということです。皆さんは自分自身のことはよく分からないでしょうがテレビやニュースやいろいろなことをとおして、そういう話はよく耳にしていらっしゃると思います。心の病がどれほど人生をねじ曲げさせるものなのかということに対して。あるときは「なぜ、ああいうことをしたのか。なぜ、ああいうことがあるのか」と皆が不思議に思うようなことは全部、心の病気です。彼はその前からその心の状態であったのか聖書をとおしてだけではよく分かりませんが、38年間の肉体的な病のゆえに心も今ボロボロの状態です。なにかをすんなりと受け入れることができません。よいことをよいと認めることができません。そして、物事を見る目線がすべてねじ曲がっているのです。なにより、かわいそうなのはすべてをなにかのせい、だれかのせいにしています。嘘ではないでしょうが、なにかのせいにする被害意識を持っていてはなにも改善されません。どんどん溺れていくだけです。こういうことが分かっていれば、真の癒し、本当の人の健康というものはなんなのかということをいろいろ考えさせられるようになるでしょう。もし単純な事であれば世の中の病院やお医者さん、また治療関係の人々だけで十分なのです。教会などは存在の理由がありません。でも、人の苦しみや人の病気はそのような単純なものではないので、ある意味、教会以外に希望がないので皆さんが日曜日少し曇ってはいますが、また、あとで雨が降る予報なのですが、そうでなくてもものすごく晴れた秋晴れであっても遊びに行かないで礼拝に来る理由がそこにあります。皆さんがそれに気づいて「なるほど。そうか。自分の存在の意義はそこにあったのか」ということで病んでいる多くの人のために、周りの人のために祈るようになること以外に希望はありません。そのために神様がこのように集めて神様の御言葉を聞かせていらっしゃるのです。ですから、皆さんひとりひとりがものすごく尊く貴重な存在です。私はクリスチャンの関わりがまったくない、日本の場合はほとんど全部がそういう状態ですが、大学を回って伝道のために他の牧師と一緒にまわりながら、何のかかわりも根拠も何もないところに行って、そこにもしこのお話が通じるクリスチャンがひとりいて祈るようになればなんと素晴らしいことなのかと現場で考えさせられます。そういう意味でクリスチャンひとりひとりがどれほど大切な貴重な存在なのかと痛感しています。ただ、クリスチャン本人たちがそのことを分かっていません。だから、教会をまわりながらそれに目覚めるような奉仕も必要だとも今思っています。つまり、人の苦しみ、人の病、病気というものは単純なものではないということをぜひ覚えていただきたいと思います。もし、今なにか大変な病気を患っている方がいれば本当に真の癒しの祝福に預かるときになっていただきたいと思います。聖書にこそ、真の癒しがあります。真の健康な人生はここにこそあります。表面ばかり変えて治った、改善されたということで癒し。あるいは健康とは言えません。人間が、人生がどういうものか分かっていれば。

そして、肉体的な病もそうだし心の病もどうにもならない大変な病を患っているかわいそうな彼の場合、このすべての根本的な原因となるもっと深刻な病があります。それが何でしょうか。ハーバード大学、東京大学に行っても教えてもらえない、聖書の他には教えていない病気です。それがたましいの病気です。たましいが病んでいるということです。たましいの病気が何なのかご存知でしょうか。それがどれほど深刻なものなのかご存知でしょうか。このすべてが実は彼も周りもお医者さんもよく分かっていません。今彼の目に見えるのは38年もの間の病気しかクローズアップされていないかもしれません。でも、彼の人生すべてがなぜこのようなものになってしまったのかというと、根本的に彼もよく分かっていないでしょうが、彼のたましいが病んでいるからです。その現れと言いますでしょうか。それは彼がもう最後の最後まで、わらにもすがるような思いできたでしょうが、今ベテスダという池があってたまに天使が下りてきてかき回したときに一番先に入った者がどんな病気でも治るという噂、迷信的な行為なのです。そのように分別も区別もできません。もう必死なので治るのであればどこでもいいという思いを利用して、世界中に新興宗教、カルト集団が次々と今起こされているし、あるいはフリーメイソン、ニューエイジなどの運動が全部それを利用しています。「ここにあるよ」と。治ればよいのでしょうか。治ればよい、それしかありません。迷信的な、呪術的な、占い的なことに頼るようになります。答えがないから道がないので。残念なのはキリスト教会という聖書を持って教えているようなところでさえ、このような迷信的なご利益的なキャッチコピーを持って人々を惑わし集めています。「癒し、癒し」と言いながら。「ここに平安が」と言いながら。彼がこのような呪術的な迷信的なものに頼るようになるということはそれが良い悪いの前に彼のたましいの状態がだめであるという現れです。本当にたましいが健康であればそういうことにはならないでしょう。つまり、彼のたましいは聖書の表現どおりに言いますと自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって、肉体のいのちが生きていて、それゆえに死んでいれば痛みも感じないでしょうが、生きているので肉体的な様々な病気を患っています。しかし、その状態でも彼のたましいはもう死んでいる状態です。これが一番深刻な病気です。たましいが死んでいるというのは元々、私たちは創造主、神によってつくられた尊い神のかたちとしてつくられた者ということです。それで、神様がいつもともにおられることによって人間となり、また幸せであり、そして、神の栄光をこの世に現すことができる存在です。犬や猿のような動物とは最初から違います。そのような存在です。人はパンだけで生きるものではなく神の口から出るひとつひとつの言葉によって生きるように、それがなければパンだけでは絶対に幸せにはならず、真の平安や喜びを感じることができない存在です。最初からつくりがそのようなつくりなのです。ある人が言いました人間の内側には大きな穴が空いていて、それは神以外には埋められない、世の中、宇宙にあるどんなにすばらしいもの、すばらしい愛情、理論、宗教、なにを入れてみても、それは虚しくなるだけであって、のどが渇いているときに海水を飲むようなものになってしまう。それが人間です。つまり、たましいが死んでいるというのは人が悪いからではありません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない、全員、すべての人がです。だから、たましいが死んでいるというのは神によってつくられ神様がともにおられたその人間が罪によっていのちの根源である、祝福の基であられる神から離れ、しかも永遠に離れ会えない状態になってしまったということがたましいが死んだということです。その状態では絶対に幸せはありません。絶対に真の安らぎも、真の成功も希望もあるはずがありません。それがたましいの状態です。それを改善していないまま病気を治した、成功したといって、それで本当に健康で本当に成功といえるのでしょうか。彼の一番の病気は心の病でもありません。たましいが病んでいるのです。もうたましいが死んでいる状態です。もっと恐ろしいのは、だれも認めたくないでしょうが神から離れている状態、そして、たましいが死んでいる状態、神のすべてのいのちと祝福をまるごと全部失ってしまった状態です。だから、たましいが死んでいるままの状態では祝福は一滴もそこにはありません。「でも、うちの家庭はお父さん、お母さんが喧嘩して離婚したのですが、また復縁して今穏やかに仲良く暮らしています。幸せではないでしょうか」それを聖書は幸せとは言いません。祝福は一滴もありません。祝福の基であり、祝福のすべてである神をまるごとばっさりと切られて失ってしまったので。形、うわべで何をどう判断しようとするのでしょうか。

そして、残念なのはそのような状態の私たちが単にその状態だけではなく、ヨハネの福音書8章44節には「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である」とあります。だれも認めたくないでしょう。そんなつもりはこれっぽっちも持っていないでしょうが、自動的に生まれながらみな悪魔に支配される状態です。だから、どうにもならない滅びの運命に捕らわれて逃げ出すことができません。ヨーロッパではそう言わないかもしれませんが、韓国や中国、日本の場合には生年月日に2つずつ運命が付いていて、韓国語ではパルチャと言います。どうにもならない運命に捕らわれて引きずられ引き回されながら人生を生きていくようになります。これがたましいが病んでいるということです。たましいが死んでいるのです。神様を信じるということはまっぴら最初から不可能です。「だれが神様。だれが神になった。神」と言っているのはすべてでたらめであって、人間は神を知ることも見ることも信じることも最初から不可能です。たましいが死んでいる状態なのでそこから今彼に見られる様々な人生のストーリや不幸な人生の出来事があり、特に肉体的な病も心の病も全部そこに根を下ろしているのです。これで彼が38年もの間、病気を患っているとなれば、池に入るから治るのでしょうか。たとえば、入ってどこかがよくなったとしても、それが癒しと言えるのでしょうか。逆にもっとかたくなになってしまいます。先ほど誰かの娘さんのお話のように、肉体的な状態は普通に戻ったようなのですが、霊的には「神様の『か』の字も見ると私はもう気がおかしくなる」というような状態になりました。それは癒しの反対です。完璧に悪魔に捕らわれています。こういう状態、つまり、霊的な問題を抱えているので、たましいの病、これこそが本物の病であり、これを癒さない限りは癒しとは言えないし、本物の癒しはありません。多くの教会が「仏教もイスラム教も○○教も皆一緒です。世界平和、皆の健康のために手を取り合って一緒に頑張りましょう」と言います。別にいいです。でも、それで世界平和ができるはずもないし、形がよくなったからと言ってそれで良いと笑うようなものでしょうか。私たちはそうするわけにはいきません。たましいの病がなにか分かっていれば。根本的にたとえ医療でも福祉でもなんでも治療不可能な病気を抱えています。それを知っているのはクリスチャンだけです。皆さんの学歴が足りなくてもこれだけは他の人より知恵あるものだし、知っているし知っていないといけません。根本的に治療不可能な病を抱えています。それが心の病に、不治の病に様々な形で現れるだけです。
これが彼から見られる彼が抱えている病気、彼も気づいていないでしょうが病気の正体であれば、皆さん、真の癒しとはいったい何でしょうか。それは言うまでもなくたましいが癒される、たましいの病気、たましいが病んでいるところから癒されることが真の癒しです。たましいが癒されること、それをベースにしてその人の心が癒され、その結果、肉体の病気も改善されるということが理想であり、真の癒しのプロセスでありパターンです。もちろん、いろいろな理由によって、イエス様が即時でその人を治したり、私たちもイエス・キリストを伝えることによってその場で癌が治ったり、すぐ治るケースも多いです。明日、手術の予定だったのにイエス・キリストを受け入れて病院に行きレントゲンを撮って準備していたら、「もう手術する必要がなくなりました」とお医者さんが不思議に思うということ話がいっぱいあります。それを否定するわけではありません。でも、そういったすべても結局は、たましいの癒しのための神様のプロレスです。そして、たましいが癒される、それをベースにしないと本当の意味で心の病は治りません。心の病はミュージックを聞いてではありません。それはひとつの手助けするための道具であって、神の御言葉が入らない限りは心の病は癒されません。神の御言葉が入るためにはたましいが癒されて、いのちを持っている限りは、聖霊が宿っている状態でなければ、神の御言葉は理解できません。それで彼の病気の正体を私が理解することによって真の癒しはたましいの病気を癒すところからです。その結果、その人の生活も含めて人生そのものが癒されるようになります。後で申し上げますが生きる理由、価値観なども全部変わるようになります。もちろん、地上にいる間は完璧に癒されるということはありません。天国に行ってからでしょうが、そこまでの総合的な癒しを聖書は私たちに約束されていらっしゃるし、それが真の癒しです。つまり、言葉を変えますとたましいの病を癒すというのは神から離れて悪魔に支配され、たましいの状態が罪によって死んでいる状態なのでそこが癒されるための道は1本しかありません。そのために神様はアダムのときから、もっと正確に申し上げると世界の基が作られる前から定められてアダムのときからそれ1本しか約束したことがありません。女の子孫が生まれ、蛇の頭を踏み砕く、つまり、キリストが来られることによってその癒しは与えられる、キリストの他には癒しはありません。キリストこそが真の癒しです。そのためにキリストが来られました。キリストがその病んでいる人生に訪れてくることが真の癒しです。それでそのキリストがおっしゃいます。「よくなりたいのか」と。キリストに声をかけられること、今の私たちの言葉で言うとキリスト、イエスの福音のグッドニュース、メッセージを聞くか聞かないかが真の癒しのすべてです。そのために皆さんそれぞれに、ときには音楽、ときには医学、ときには美術、ときにはＩＴ関係、ときには学校の教師、あるいは芸能人のタラントとかいろいろなものが許されています。なんのためでしょうか。キリストしか真の癒しはないので、その真の癒し、キリストが「あなたはよくなりたいか」とおっしゃっているキリストのメッセージを語ってもらうためにすべて与えられているものです。真の癒しはキリストであり、キリストがその人の病気の人生に訪れてくるのです。そして、声をかけられるのです。今日の聖書を見ると38年もの間、まともに会話もできないようなボロボロな心の状態の病気の人にイエス様が訪ねて来られ、すべてご存知で見通して「よくなりたいか」とおっしゃられました。彼がいろいろ言っていたのですが全部無視して「床を取り上げて立って歩きなさい」と言いました。イエス様が彼に声をかけて彼の病気を、人生を癒されました。つまり、キリストが来られて声をかけられることが真の癒しなのですが、イエス様がそのとおりになさいました。つまり、彼の目の前に訪ねて来られたイエス様、2000年前に処女マリヤから生まれ十字架に変えられ血を流されて3日目によみがえり、今天に昇られ宇宙を、歴史を支配し、世界福音化を今も成し遂げておられる、生きておられるイエス様こそがその真の癒し主キリストだということです。その証明中の証明、つまり、真の癒しはイエス様をキリストとして知り信じて受け入れることです。本当にそのとおりに信じますか。そうならばここに礼拝のために来られた皆さんはイエス様のことを信じてここにいらっしゃると思います。そのイエス様が真の癒し主、唯一の癒しの主であるキリストです。それを信じて受け入れたのであればイエス様を信じる皆さんはどれほどラッキーボーイで、どれほど祝福された方でしょうか。それを神様は気づいてほしいと思っています。「皆さんは根本から癒されたのです」と神様は皆さんに語りかけていらっしゃいます。「でも私はいろいろ病気があります」。でも、イエス・キリストが真の癒し主ということを確認できたのであれば、そのイエス・キリストを内側に受け入れて持っていらっしゃるでしょう。イエス・キリストに目を留めてください。皆さんはもう癒されました。たましいは癒されています。
結論です。真の健康な人生というものはイエスをキリストとして知り信じ、真の癒しの唯一の主として信じて受け入れること、その人が健康な人生であり、病気のためにそこから抜け出したいとあがいてがっかりしていることを全部捨ててイエス・キリストを受け入れると、皆さんがどのような病気、どういう人生、どのような苦しみを抱えていたとしてもイエスがキリスト、真の癒し主、つまり、唯一の癒し主としてたましいを癒され、心の、人生全般を癒される癒し主として信じて受け入れたのであれば、その瞬間、皆さんが気づいているのか関係なく、聖書のローマの手紙8章2節に書いてあるとおりに、死と罪の原理から永遠に解放されています。ヨハネの福音書5章24節に書いてあるように、皆さんはすでに死からいのちに移っているのです。第1コリント3章16節に書いてあるように、皆さんは皆さんのうわべやレベルなどに振り回されないで、イエス様を受け入れた瞬間、あなたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。神様から離れていてすべての問題が生じましたが、すべてのすべてである神様が聖霊をとおして皆さんの内側に宿っていらっしゃるし、これは秘密です。しかも永遠にともにおられます。神から離れていてたましいが死んでいる状態、不幸な状態、人生はもう終わりました。それはもう過ぎ去って終わりました。今の現実がどんな現実であろうと関係なく真の癒し主イエス・キリストを受け入れた瞬間、その状態が全部ひっくり返され新しいのちを持つ幸いなもの、希望にあふれる存在、圧倒的な勝利者と呼ばれる、義と認められる存在、天国を持ち、天国の希望を持つことができる、いつ死んでも天国に迎え入れられるような状態、キリストの血潮によってすべての罪が清められ清い状態です。イエス・キリストを受け入れたことによって。なぜでしょうか。イエス様こそがキリストだからです。真の癒し主ですから。これがすべてです。皆さんはイエス・キリストを信じて受け入れました。これからは人生そのものがもう癒されているのですが、それを実感していくためのプロセスが残っているだけです。だから、イエス・キリスト、癒し主、キリストを受け入れることによって自分はたましいが生かされいのちがあって、もう根本から変えられているもの、たましいが癒されている者だという確信を持たないといけません。それに基づいて第3ヨハネ2節に書いてあるようにあなたのたましいが健康であるように、すべての面で幸いであって、健康であるようにと言われているでしょう。それをベースにしてこれからはイエスがキリストであることを味わうことだけです。そのことを味わうことのポイントは神の御言葉、キリストの福音のメッセージを黙想することです。皆さんの考え方、思い、心にあった刻印されている様々なことが解き明かされて神の希望にあふれる福音のメッセージが入れ替わってそこに刻まれるようになること、それこそが心の癒しです。だから、御言葉を黙想することによって皆さんの心も癒されて、その結果、肉体的にも健康になるはずです。健康でなくても別に構わないのですが。そのプロセスが残っています。たましいが幸いであるようにと。3つが同時にという意味ではありません。たましいが幸いであるように。これが真の健康な人生です。イエス・キリストを受け入れて確信を持ち「私は変えられている者だ」と告白しましょう。これからイエス・キリストを御言葉を黙想しながら味わって心がどんどん入れ替わっていきます。私は十分、経験しています。私は昔、今のような電話でなく黒い電話があったときにベルが鳴ります。そうすると内容が分からないし、だれからかかってきたのか分かりません。でも、ドキッとします。不吉なことを先に考えてしまうのです。そんな状態でした。今はまったくです。たとえ悪い知らせがあってもキリスト・イエスを持っている限りはすべて働かせて益となることが分かっているから、それが御言葉です。それが私の心を支配しているのですから。
そして、健康な人生というものはキリストを受け入れて、イエスをキリストとして味わい、それから当然な結果でしょうがイエスが真の癒し主、唯一の希望だということを伝える、イエスがキリストだと伝える人生、人生の方向がそのように定められます。これが健康な人生です。これが本当に癒されたという証拠です。皆さんは残りの生涯、お医者さんにも大学の教授にも国会議員にもできない、真の癒しの伝道師として召されていることを覚えてください。今朝、礼拝の前に福祉関係の仕事をとおしてイエスをお証しされる立派な伝道をしていらっしゃる方とお話をする機会があって本当に感謝だなと思います。皆さんはすべてをもって、癒しの鍵はキリストしかありません。なにがどうであろうが、どんなにもっともな理論やお話があってもこれは譲ってはいけません。これがクリスチャンの芯です。すべてをもってイエスがキリストであることを伝える方向に合わせ、「私は真の癒しの伝道師です」と告白してください。そういったことはいっぱいあります。微笑みの伝道師とか○○伝道師とか世の中でも伝道師、伝道師という言葉はよく使いますが、ひとりひとりどこにいらっしゃっても構いません。なにをしていらっしゃっても構いません。そのすべてを用いて真の癒しの伝道師であるというプライドを持っていただきたいと思います。そうすると皆さんも健康な状態です。初代教会の信徒のようにそのことをイエス様がおっしゃったにもかかわらず、「私たちの植民地の状態がいつならよくなるのでしょうか」と言いました。「話はよい話ですが私は今経済的に大変で、今家庭の問題があり、私は病弱で、私はあまり学歴がない、私は…」と言っているのは今その人が病気だからです。健康な人は関係ありません。死の陰の谷を歩いているときも、私は癒しの伝道師です。濡れ衣を着せられ刑務所に入れられたそのときも言うセリフは「私は契約の民、癒しの伝道師なのだ」です。それは皆さんの状況によって変わる、あるいは変えられるようなものではなく、世的な言葉では皆さん宿命であり、よい言葉で言うと皆さんの祝福でありプライドであり栄光なのです。光栄です。癒しの伝道師です。キリストの伝道師です。ここまで今短く申し上げましたが、イエスはキリストだと受け入れて、イエスがキリストであることを御言葉を黙想しながら味わい噛みしめること、そして、イエスがキリストであることを皆さんの現場で伝えて癒しの伝道師として残りの生涯、しっかりと定めて志を決めることが真に健康な人生です。
そして、これをもって、このすべてが実現できるために神様がひとつ約束されました。なにも難しいことがないようにオンリー聖霊が臨まれると力を受けてそれができるようになります。伝道は方法ではありません。ですから、この内容なしで聖霊充満を求めると変なことに走ってしまいます。この健康な人生、この内容を握って皆さんなにも疑わないで、なにも不信仰に走らないで計算せず、神が約束された聖霊の力、聖霊充満を求めて祈ってください。集中して祈ってください。それが祈りです。この祈りができる、この祈りによって聖霊充満の祝福に預かること、これこそが健康な人生です。健康な人生のまわりに神様の健康な働きが行われるようになるということを、ぜひ覚えてください。真に真の癒しは何でしょうか。真の健康な人生とは何でしょうかということを覚えて、その祝福の主人公としての体験をする1週間、残りの生涯になることを祈りたいと思います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。病気や様々な苦しみが絶えないまま混乱している世の中で、私たちをイエス・キリスト、真の癒し主をとおして癒され、そして、たましいがいのちを得て、主を見上げることができ、神の御言葉を黙想することができるクリスチャンであることを心から感謝いたします。この祝福に対して確信を持って様々な現状に振り回されないで、惑わされないで、キリスト・イエスに目を留めて癒しの祝福を存分に味わい、これを伝えることができるまで私たちを祝福し、また癒して整えてくださるようにお祈りをいたします。今、イエス・キリストを受け入れたクリスチャンひとりひとり以外に世の中に真の癒しの希望はないということを覚えつつ、確信とプライドを持って祈ることができるところまでひとりひとりを導いてください。イエス・キリストを送ってくださいました。今もともにおられる主に心から感謝を捧げ、イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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